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《その他》

一市民によるスピリチュアルケアの実際

太田 1 ) 

要旨 I森のイスキ

抱える入の話を聴き，

しスピリチュアルケアを実践している註藤拐女さんの活動は憾みを

与の料理を共に食べるだけであるO にもかかわらず，撞されるの彼女の心

がけていることは，あるがままのその入を受け入れ，話を聴き，共感すること O もうひとつは，心を

込めて料理を作り，食べてもらうことである O スピリチュアルケアにおいては， 日常的な行為に対す

るケア提快者の態度や取り組む意識が基本とされる。エイミ…・ミンヂルは，ケア提供者は，あらか

じめ持つべき感情を押し付けるのではなく，理想的態度を持q人間に湧き上がる，そのときどき

いや感情を相手に役立つように自覚的に行動に移していくこと と訴える G 特裂なことをしてい

なくても，イスキアで癒されるのは，佐藤さんの気遣いや鍾しさといった資質を，態震や行動に

的に用いているから

キーワード:スピリチュアリティ 資質.スピリチュアルケア，メタスキル

はじめに

WHOが韓康概念にスピリチュアルな側耐を検討し

て以来，スピリチュアルケアに関する研究が盛んに行

われるようになった。

スピリチュアルケアを実践するにあたって，まずス

ピリチュアリティに対する理解が重要である。 WHO

舎はじめ，心理学，宗教学なと各額域の研究者から

スピリチュアリティの定義が出されている。しかし

わが国で、看護載に対し スゼリチュアワティ概念分析

をした研究によると，生活実感を梓わない観念的な概

として認識されているため，そのことがケア推進の

なっていると言われているO さらに， 日本人の

スピリチュアリティ概念構造は極めて多様牲に

おり， WHOで提示されたものをそのまま適志するこ

とはできないとの指議もあるむつま与，スピワチュア

リティが，実惑を斧わない抽象的態語で語られるた

め，何をすることがスゼワチュアルケアなのかよくわ

からないというのが実情なのではないか。

そこで， I森のイスキアjを主催しスピリチュアル

ケアを実践している佐藤初女さん(以下，初女さんと

する)の著作『朝一番のおいしいにおいJI. rこころ咲

1 ) 〒036-8231 弘前市稔軒20-7

かせてJI.r初女お母さんの愛の贈りもの1rおむすび
の祈りJI.rいまを生きる言葉「森のイスキアJよりJ
の5冊から，スピリチュアルケアの実際を紹介する

1 .拐女さんの活動

初女さんi之岩本山麓に「森のイスキアjを主催し

鵠みを抱える入に安らぎと憩いの場を提侯している

市民である。活動の実離は，来訪者の話を聴き，初女

さん手作りの食事を共にするだけであるO しかし，イ

スキアで閥、い， しぱしの時を過ごした後は. I新しい

をもらったJとか. I心が洗われて，

自分を見つめなおすことができたjと話され，イスキ

アを設にすると設うむ

窪寺俊之によれI:f. スピワチュアリティとi之人

生の危機に寵揺して生きる拠り所が揺れ動き，あるい

は見失われてしまったときーその危機状況で生きる力

や，希望を見合け出そうそして，自分の外の大きなも

のに新たな拠り所を求める機能のことであり，ま

危機の中で失われた生きる意味や目的を自己の内部に

新たに見つけ出そうとする機能のことである 1) 
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「人生 をもらったJ，自分を見つめな

おすことができた」のは，初女さんという新たな拠り

携を求めて，新たな生きる意味や話的を発晃したこと

を意味する C イスキアを訪れた入試，初女さんとの関

りを通して， 自己のスピリチュアリティが機能したこ

とになる。

初女さんは，何か特別なことをしているわけではな

いや特期何もしていないのに，なぜ接されるのか。 初

女さんは，二つのことを心がけている。一つは，訪れ

た方を家族として迎え.あるがままのその入を受け入

れ，ゆっくりとくつろいでいただく。そして，その入

を額け，その入に心を置き換えて共感する

こと G もう一つは「食jである O と均わけ，食J

活の中でも一番大切にしてお与. I食Jをいのちと考え

ているG 初女さんは，来訪者を気遣い，心をこめて料

理をつくる。

ここからうかがえるのは， また元気にごとってほしい

という，初女さんの来訪者に対する諜い患いである G

医療の場においても，スピリチュアルケアは，医療

者の存在感，共感的態度，スピリチュアルペインを

キャッチする能力容力，死生観など，ケア提供者

の資質を重要視している 2)(沼野痕美.2006)0資質と

は，人間に生まれっき錆わっているもので，それを

かすことで， さらに伸びていく能力だといえる

スピリチュアルケアにおいては，そのための何か特

別なケアがあるというより，日常的な仔為に対するケ

ア提供者の態度や取り組む意識が基本にある。寵され

る宗国は，ケア提供者信人の資質に負うところが大き

いようである。

そこで，ケア提供者である初女さんの資震と初女さ

んが盤視している f金jと来訪者との関り方から，初

女さんのスピリチュアルケアを見ていきた¥，;"'0

2.初女さんの資質

1 )初女さんの生い立ち

初女さん辻1921年青森市に生まれる O 現衣の明の星

卒業後，三年聞の教員生活を経て結婚し

現砿は弘前市に在住しているむ 1964年より15年開. I日

弘前学院短期大学非常勤講師を務めたこともある。

初女さんは，熱心なカトリック信者である。カト

リックとの出会いは五歳のとき，祖母の家で開いた教

会の鐘の背に魅せられて以来. I鐘の奇の向こう側に

太田

ある神龍、をずィコと求め続けていたJという。女学校時

代，父親が事業に失敗し{主む家も慰産も失うとう

い体験をしているやそのことが引き金となって，結を

以降17年間にも及ぶ病気との闘いが始まる O こ

の時代，初女さんは 薬ではなかなかこの病気が治ら

ないと感じており反対に食べ物をいただくと体に力

強きがみなぎるのを感じていた。それが，初女さんが

に深く関って生き，後lニf食;まいのち」と思うよ

うに至ったきっかけとなるc

ころ，構気から完全に図説するc 多くの人に支

えられて惑気を克服するという体験の中から，生きる

上で，入のために鱒ける喜びを学んだという中

初女さん54義のとき夫が亡くなち，これからは本格

的に奉仕に生きようと決意するのその遵を;まっきりと

示されたのが敬愛するヴァレー神父の「奉仕のない人

生は意味がない。奉仕には犠牲が枠う口犠牲の伴わな

い奉仕は真の奉仕ではないjという言葉であった。初

女さんは，ぞれまでも自分が薫理なくできる範囲での

ことはしてきたが.ヴァレー神父の言葉を開き，

の意味での奉仕とは倒かを考えた I詩別な能力もな

く，経法力も持たない，ほんの小さい存在である私

にこれ以上何ができるでしょう」と C そしてあると

き， I心は水が湧き出るようぷ蕪尽議に絶えることが

な¥，;'10 心を号えることは患にもできるとひらめい

た。以後， I多くの方に出会い，ともに心を通わせ

て生きるj自分の人生が始まる O そして. I f主人を

生かすことによって自分も生かされるjということを，

として受け止められるようになったという c

長い麗病生活とカトリック信者であることが，イス

キア活動の契機となっている O

ここから，拐女さんの資資は，苦しみに酎え打ち

勝ってし=くカや苦しみを共感する力，食はいのちとし

て食事を大坊にすること，カトリック としての深;

い信得心であり，それが務女さんの生きる力となって

いることがうかがえる O

2)食はいのちというスピリチュアリティ

初女さんは，生活の中で食を最も大切にしているむ

病弱だった初女さんが，食をいのちと思うようになっ

たきっかけは，薬ではなく，食事によって健廉を思復

したという体験にある I今生きているものが弘の体

に入って，私のこの中で生きていくんだということ

を，ふさのとうを食べて様だと思う心といっしょに感
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じてきた。それから強く食はいのちなんだと思うよう

になって，素材そのものをいのちとしてみるように

なったり食はいのちと考えたときは，女べ物を殺すこ

とができないつだから生かすには，どうゅう調理をす

ればいしミかというのをいつも考える。J

初女さんが作った食事には，自ら作った食事を過し

て，その人も生かされてほしいという頴いが込められ

ているむ

人は真に受容されたと感じられたとき，その人に心

を開くことができる。初女さんは，受容するというこ

とを調理法に例えて表現している O

「透き通る韓関とは，おひたしであれば，しゃき

しやきとした触惑を残し野菜妙めであれば，よく味

が染み込む瞬間のようである O このおいしくなる瞬間

と泣，食材が入に与えるために受身になる瞬関であ

り，…いのちの移しかえjというっ

他者を受響するには，能者に対する先入観や忙しい

などそのとき自分が抱えている感'陪を意識的に排除す

る必要がある。そのような透明な心で入を迎えたと

き，人は自分という存在そのものを受け入れられたと

感じ自分の心を人に許すことができるのではないだ

ろうか。受替の必要性はよく話題に上る。しかし料

理で「透き通る瞬間Jを見極めるのに，経験を要する

ように，他者を受容するということも，それを態震や

行動で表現すること法難しく.経験を要することのよ

うに思われるむ

九五のちの移しかえjと初女さんは言うように，

とは一方的な現象ではないことがかわる。

「私がずっとしてきたことは，人と食をともにする

ことだけで、すが，それは問時に，私自身のこころをお

皿に盛って，差し出すことでもあるのですっJ

鎌田東二は宮沢賢治 f注文の多い料理庖jで述べら

れている?あなたのすきとほったほんとうのたべもの

になることを， どんなにねがふかわかちませんjと

う言葉から，食べ物には物質的次元.生気的次元，

的次元があると述べる 3)(鎌田東ニ， 2005)。

ケア提供者は，先入観のない透明な心で相手の苦悩

を受け取り，苦悩を受け取られた他者は詞時に，ケア

提供者の透明な心，すなわち気高い観念であるスピワ

チュアリティを受け取るのではないか。この心の相互

交流が「いのちの移しかえjであり，これがlまんとう

の共感なので誌ないかむ

食事はケア提供者の心と他者の心を触れ合わせ結び、

智容環野暫照;~~~畑幸子浮出身時約一一一

つける。また，食事は一人で食べるよりも，待問と

にするほうが楽しい。それは，みんまでおいしく食べ

られるからである O つまり，会において，ケア提撰者

と他者を結びつけるものは調理なのである G 初女さん

は，味甘けに対してもこだわりを持ち，おいしく国い

てもらいたいと祈りながら調理する

f長分の苦で確かめながら，納得のできる味を見つ

けていきます。また もっといい味にできないか，

材を生かす新しい味はないかと，いつも工夫を続けて

います。」

味{すけは素材をよりおいしくする O 私たちは，それ

を食べたときおいしいと感じるつ

そのとき，ケア提洪者の心と他者の心は互いに結び

っくむぞれが楽しいという快感情をもたらす。 支は人

に楽しみをもたらし{患者の存在を深く感じることな

のである。

このように，初女さんの手作りの料理をともにいた

だくことで，生きていることの意味や喜びを実感する

ことができるのである O

3 )スピ 1)チュアリティとケアの関係

よると，スピリチュアリティとは，人

生の危接的状況において発動され 再び生きる力や希

望を見つけ出す機能であるから，人需に本来犠わって

いるものである。これも資質のーっといえる G

W耳Oにおけるスピリチュアリティの定義には，

「自然界に物業的に存在するのではなく，人間の心に

わきおこってきた観念のーとりわけ気高い観念のー領

域に属するもの」とあり， rスピリチュアルとは，人間
として生きることに関連した経験的な一関面であり，

身体感覚的な現象を超越して得た体験を表す言葉であ

るO …スピリチュアルな因子は，身体的，心理的，社

会的因子を話含した人間の“生"の全体畿を講成する

一因とみることができ，生きている意味や目的につい

ての関心や懸念と関っていることが多いリとなって

いる O
官

、- ら， r気高い観念J.r経験的な一側面J，
「超慈して得た体験J. きている意味や詩的」がスピ

ワチュアリティに関る因子のようである

窪寺の定義と合わせてみると.スピワチュアリテイ

とは，人生の稔機的会状況を克寂して持られた，これ

からの人生を支える，以前より広がりと深まりのある

自らの倍念となっているもの，だと考えられる。
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この商い観念としての資質で為るスピリチュアリ

ティは，スぜリチュアルケアとして，他者の急接的状

況の救済として活かされる。

それは，具体的にケア提供者の態震や行動に表現さ

れ，共感的に受け止められ，慈しが超こるものと患わ

れるむスピリチュアルケアとは，ケア提供者のスピリ

チュアリティを相手が受け取ゥたとき，惑しが組こ

り，結果その人のスピリチュアリティが機能すること

だといえる

また，スピチュアルケアの特設は，単に撒し識され

る関経ではなく，共に成長するケアであることがわか

るO

[この出会いから，払は何が学べるだろうという需

を抱いて，人と向き合うことにしていま

窪寺は，スピワチュアルケアがケア提供者にもたら

すものとして， 自己の解放，信じることの重要性，人

関の深みの世界に触れる喜び;時開の者限性，生への

誌がりへの認識をあげている 4)(窪寺俊之.2(04)0ケ

ア提供者な入との出会いを通して，学びや気づきを

得る となる

4)ケア技術としての資質

私たちは，スピリチュアルケアにおいては，ケア提

供者の資震が重要であるという認識を持っている O し

かしその資紫をケアで使う意味が理解されていない

のではないかっ

初女さんは，そのための特別な何かをしているわけ

ではない。にもかかわらず，イスキアに来て惑されて

婦るというのi之初女さんの資質に負うところが大き

く，それが話を聴くことや料理に生かされているので

ある O

しみを抱える入は，ただ、料理で惑されるわけでは

ない。初女さんに話を轄いてもらい，共に料理を作

り，食べるという関係の中で癒されていく O その過程

で，諒女さんは先入観なく相手の話を聴j 相手の存

を受け止める.食材をいのちとして大切に扱い，お

いしい会事を作る， という告らの資質を十分に自覚し

て活用しているのである。

生きる意味や目的を失った入は，その姿を見て，敬

意を払われていると感じ共感的感情を持ち，一人の

入関としてその存在を認められたと惑じる O 人は{患者

から存在を認められたとき，生きる力を発撞するもの

なのではないか合

太部

カール‘口ジャーズのクライヱント中療法において

は，カウンセリングにおいて最も2重要なの誌もっぱら

態度であち，ある特定の賀を構えた態度を体現するこ

と，そのことだけで治捧的人格変化をクライエントに

もたらすとしている O しかし そのことに治療者が無

自覚であれば，患者が何で改善されたかは言えない。

また，治療者がよいと患っていても，あらかじめの感

情は，人によっては押し付けと感じられるかもしれな

L￥。

「セラピストのスピリチュアルな価傭観がひょっこ

り生活に飛び出すのは，彼らの惑情と醸し出す雰囲気

を通してなのだ。しかも，このような非常に議要な考

えや感情i之 しばしば明確に定義されることがなく，

それにもかかわらずセラピストの相互作用に強い影響

を与えるが(ヱイミ…・ミンヂル.2001) J 

ヱイミ…・ミンヂルによれば，重要なのは，セラピ

ストとして理想的な態度を身につけようとすることで

はなく，セラゼーの最中に，みずからのうちにおのず

と金じてくる感情に意識を向けること，そしてその瞬

関瞬間にみずからのうちに生じつつある感情に気づ

き，それを拾い上げ，クライエントのたゐに思いるこ

とだという 5 つまり，あらかじめ持つべき感憶を押し

付けるのではなく，理想的態度を持つ人間に揚き上が

る，そのときどきの思いや惑f奮を，人との関わりのブ

口セスの中で，相手に役立つように自覚的に行動に移

していくことが重要だといゥているο

このように感情や態度を語手に役立つように自覚

して用いることをエイミーは「メタスキルJという O

初女さんの「言葉は言わなくても私の行動からむ

かつてほしいjというむその意味は，自らのスピリ

チュアリティをスキルとして自覚的に用いているか

ら，言える言葉なのである O

和j女さんの場合も，料理の背後にある「金はいの

というスピリチュアリティに碁づいた情念と相手の状

況に応じて， 自らの費棄を自覚的に活期している態度

は，メタスキルである口

まとめ

スピリチュアルケアはスピリチュアリティと結びつ

いている。スピリチュアリティ i点態度.行動，雰関

気として表現されたとき，その人特有のものとなる

スピリチュアルケアは，自らのスピリチュアワティや

ぷ."旬吋"，-...，-，'1'細川猿錦町目指_.- 一一
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を自覚しそれを技術として人の役に立つように

f吏うことであるG

2)詔野直美 (2006).医療者の資質，級和ケア. 16(1). 
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THE ACTUAL CONDITION OF THE SPIRITUAL CARE 

BY ONE CITIZEN 

担ayumiOHT A 1 ) 

Abstract : Ms. Sato sponsors“Ischia in the foresf and ..，...'，/>..，/>~~叩iritual care. Her activities consist 

of simply listening to the person with worries .and eating handmade dishes with them. However it 

is said that this brings comfort and healing. What she tries to do is to accept the person just as they 

are， listen to what they are saying， and empathize with them. In addition she will lovingly prepare 

a meal and eat with them. The care personnel's attitude to daily living and to do is the basis of 

spiritual care. According to Dr. Amy Mindell， it is important that the care personnel should not press 

appropriate feelings but should act in出 cha way as to impress upon the c1ient the ideal attitude. 

Even if nothing special is done， there is healing at Ischia， becauseはs.Sato consciously uses her own 

natural care and gentleness. 

Key words : Spirituality， Nature， Spiritual Care， Meta-skill 
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